
	９
（月）
	恵 (めぐ)みと平安 (へいあん)があなたがたにありますように

	
	エペ1章1～2節　私 (わたし)たちの父 (ちち)なる神 (かみ)と主 (しゅ)イエス・キリストから、恵 (めぐ)みと平安 (へいあん)があなたがたにありますように。(2)

	
	時間 (じかん)が過 (す)ぎれば過 (す)ぎるほど、わざわいの時代 (じだい)になっていきます。終 (お)わりの日 (ひ)には大騒 (おおさわ)ぎが起 (お)こり戦争 (せんそう)、*飢謹 (ききん)と地震 (じしん)があり、苦 (くる)しみに陥 (おちい)って完全 (かんぜん)に混乱 (こんらん)の時代 (じだい)が来 (き)ます。Remnantは、霊的 (れいてき)な力 (ちから)を受 (う)けて、正確 (せいかく)な契約 (けいやく)と答 (こた)えを知 (し)りましょう。どのようにすれば良 (よ)いのでしょうか。

１つ目 (め)、過去 (かこ)の暗闇 (くらやみ)のやぐらを打 (う)ち倒 (たお)す神様 (かみさま)の恵 (めぐ)みの福音 (ふくいん)を知 (し)りましょう。神様 (かみさま)は神様 (かみさま)を離 (はな)れた原罪 (げんざい)とサタン、地獄 (じごく)の背景 (はいけい)に陥 (おちい)った私 (わたし)たちをキリストによって救 (すく)う恵 (めぐ)みを与 (あた)えてくださいました。このキリストの恵 (めぐ)みによって、私 (わたし)たちの中 (なか)にあるすべてのサタンのやぐらを打 (う)ち倒 (たお)すのです。２つ目 (め)、未来 (みらい)のわざわいを止 (と)める神様 (かみさま)の平安 (へいあん)の福音 (ふくいん)を知 (し)りましょう。イエス様 (さま)がオリーブ山 (やま)で神 (かみ)の国 (くに)のことを40日間 (にちかん)説明 (せつめい)されました。Remnantは、イエス様 (さま)がくださったことを持 (も)って、祈 (いの)りで御座 (みざ)のやぐらを建 (た)てましょう。また、御座 (みざ)の旅程 (りょてい)にしたがって、所々 (ところどころ)に御座 (みざ)の道 (みち)しるべを建 (た)てます。３つ目 (め)、神様 (かみさま)の恵 (めぐ)みと平安 (へいあん)の福音 (ふくいん)で、ほかの人 (ひと)を祝福 (しゅくふく)しましょう。Remnantは福音 (ふくいん)を知 (し)らない人々 (ひとびと)の名前 (なまえ)を書 (か)いて、その人々 (ひとびと)に神様 (かみさま)の恵 (めぐ)みと平安 (へいあん)の福音 (ふくいん)が伝 (つた)えられるように祈 (いの)りましょう。

Remnantは、神様 (かみさま)の驚 (おどろ)くべき恵 (めぐ)みの福音 (ふくいん)と平安 (へいあん)の福音 (ふくいん)、世界 (せかい)を動 (うご)かすことができる祝福 (しゅくふく)の福音 (ふくいん)を祈 (いの)りで味 (あじ)わいましょう。

*飢謹 (ききん)：農作物 (のうさくもつ)がよくできないので、食料 (しょくりょう)が足 (た)りなくて飢 (う)えることです。

	
	神様 (かみさま)、恵 (めぐ)みと平安 (へいあん)、祝福 (しゅくふく)の福音 (ふくいん)を味 (あじ)わいますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.09.29.1部



	10
（火）
	地 (ち)の基 (もとい)が据 (す)えられる前 (まえ)から選 (えら)ばれた人々 (ひとびと)

	
	エペ1章3～14節　すなわち神 (かみ)は、世界 (せかい)の基 (もとい)が据 (す)えられる前 (まえ)から、この方 (かた)にあって私 (わたし)たちを選 (えら)び、御前 (みまえ)に聖 (せい)なる、傷 (きず)のない者 (もの)にしようとされたのです。(4)

	
	神様 (かみさま)は地 (ち)の基 (もとい)が据 (す)えられる前 (まえ)からRemnantを選 (えら)んでおられました。神 (かみ)の子 (こ)どもである私 (わたし)たちに偶像 (ぐうぞう)崇拝 (すうはい)をしないように言 (い)われます。私 (わたし)たちの中 (なか)に暗闇 (くらやみ)のやぐらが建 (た)てられるからです。神様 (かみさま)は、祈 (いの)る時間 (じかん)に神 (かみ)の国 (くに)が臨 (のぞ)むと言 (い)われました。それでは、私 (わたし)たちにどんな祝福 (しゅくふく)があるのでしょうか。

１つ目 (め)、エペソ１章 (しょう)３節 (せつ)、５節 (せつ)、６節 (せつ)の祝福 (しゅくふく)です。神様 (かみさま)は天上 (てんじょう)にあるすべての霊的 (れいてき)祝福 (しゅくふく)を与 (あた)えるためにRemnantを呼 (よ)ばれました。また、神 (かみ)の子 (こ)どもになり、神様 (かみさま)の栄光 (えいこう)を現 (あら)わすために呼 (よ)ばれました。２つ目 (め)、エペソ1章 (しょう)８節 (せつ)、９節 (せつ)、10節 (せつ)の祝福 (しゅくふく)です。神様 (かみさま)はすべての知恵 (ちえ)と思慮 (しりょ)をあふれるように与 (あた)えるためにRemnantを呼 (よ)ばれました。より重要 (じゅうよう)なことは、そのみこころの奥義 (おくぎ)を知 (し)らせて、天 (てん)と地 (ち)にある一切 (いっさい)のものがキリストにあって、一 (ひと)つに集 (あつ)められることを教 (おし)えようと私 (わたし)たちを呼 (よ)んでくださいました。３つ目 (め)、エペソ1章 (しょう)11～14節 (せつ)の祝福 (しゅくふく)です。神様 (かみさま)はRemnantを御国 (みくに)を受 (う)け継 (つ)ぐ者 (もの)として、Remnantに聖霊 (せいれい)によって証印 (しょういん)を押 (お)されました。

神様 (かみさま)がRemnantを呼 (よ)んで与 (あた)えてくださった祝福 (しゅくふく)を契約 (けいやく)として受 (う)けて祈 (いの)りましょう。必 (かなら)ず皆 (みな)さんがいる所 (ところ)に神 (かみ)の国 (くに)が臨 (のぞ)みます。


	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)が私 (わたし)を選 (えら)ばれた理由 (りゆう)を知 (し)って、その祝福 (しゅくふく)を祈 (いの)りで味 (あじ)わいますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.09.29.2部
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（水）
	世界 (せかい)のわざわい止 (と)める軍宣教 (ぐんせんきょう)

	
	ロマ16章11節　私 (わたし)の同胞 (どうほう)ヘロディオンによろしく。ナルキソの家 (いえ)の主 (しゅ)にある人々 (ひとびと)によろしく。

	
	聖書 (せいしょ)のすべてのみことばは、ただキリストの契約 (けいやく)を伝 (つた)えています。神様 (かみさま)は、ただキリストの契約 (けいやく)を持 (も)っているRemnantを通 (とお)して過去 (かこ)、未来 (みらい)、特別 (とくべつ)なわざわいを止 (と)めてくださいます。Remnantが逃 (のが)してはならないことは何 (なん)でしょうか。

１つ目 (め)、使徒 (しと)2章 (しょう)10節 (せつ)に、カルバリの丘 (おか)、オリーブ山 (やま)の契約 (けいやく)を持 (も)ってマルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)の力 (ちから)を体験 (たいけん)しました。ローマから来 (き)たプリスカ夫婦 (ふうふ)がこの体験 (たいけん)をしたのです。２つ目 (め)、パウロを通 (とお)して起 (お)こった神様 (かみさま)の働 (はたら)きです。パウロは、神様 (かみさま)を信 (しん)じる人々 (ひとびと)を迫害 (はくがい)した人 (ひと)であったのに、キリストに出会 (であ)いました。その後 (あと)、行 (い)く所 (ところ)ごとにイエスがキリストであることと、神 (かみ)の国 (くに)について大胆 (だいたん)に宣 (の)べ伝 (つた)えました。237か国 (こく)と５千 (せん)種族 (しゅぞく)がいるローマまで行 (い)って伝 (つた)えました。３つ目 (め)、契約 (けいやく)を持 (も)っているひとりを通 (とお)して神様 (かみさま)の働 (はたら)きが起 (お)こります。ローマ16章 (しょう)11節 (せつ)に出 (で)てきたナルキソの家 (いえ)にある人々 (ひとびと)がそのような人々 (ひとびと)でした。ナルキソは、ローマ皇帝 (こうてい)の秘密 (ひみつ)文書 (ぶんしょ)をまかされた*特別補 (とくべつほ)佐官 (さかん)でした。御座 (みざ)の力 (ちから)を知 (し)るひとりを、だれも邪魔 (じゃま)することはできません。

Remnantは正確 (せいかく)な福音 (ふくいん)の契約 (けいやく)だけ握 (にぎ)って、過去 (かこ)と未来 (みらい)、特別 (とくべつ)なわざわいを止 (と)めるように祈 (いの)りましょう。正確 (せいかく)な福音 (ふくいん)の契約 (けいやく)を握 (にぎ)って、祈 (いの)りで御座 (みざ)の力 (ちから)を知 (し)る人 (ひと)が、ひとりいれば良 (い)いのです。

*特別補 (とくべつほ)佐官 (さかん)：重要 (じゅうよう)な仕事 (しごと)に対 (たい)して助言 (じょげん)と答 (こた)えを伝 (つた)える大統領 (だいとうりょう)の下 (した)に直接 (ちょくせつ)属 (ぞく)している機関 (きかん)です。

	
	神様 (かみさま)、正確 (せいかく)な福音 (ふくいん)と御座 (みざ)の力 (ちから)を知 (し)る、わざわいを止 (と)めるひとりになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.10.06.1部
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（木）
	無限 (むげん)な神様 (かみさま)の力 (ちから)/敵軍 (てきぐん)に勝 (か)つ者 (もの)

	
	エペ6章18節　あらゆる祈 (いの)りと願 (ねが)いによって、どんなときにも御霊 (みたま)によって祈 (いの)りなさい。そのために、目 (め)を覚 (さ)ましていて、すべての聖徒 (せいと)のために、忍耐 (にんたい)の限 (かぎ)りを尽 (つ)くして祈 (いの)りなさい。

	
	神様 (かみさま)のみことばで刻印 (こくいん)されたRemnantが現場 (げんば)に行 (い)けば暗闇 (くらやみ)が崩 (くず)れます。神 (かみ)の国 (くに)と神 (かみ)の国 (くに)のことが成 (な)し遂 (と)げられます。Remnantが現場 (げんば)に行 (い)く前 (まえ)に知 (し)っておくみことばは何 (なに)でしょうか。

１つ目 (め)、神様 (かみさま)の力 (ちから)は限界 (げんかい)がない無限 (むげん)の力 (ちから)です。科学 (かがく)や経験 (けいけん)、人 (ひと)の論理 (ろんり)や考 (かんが)えは限界 (げんかい)があるので、世 (よ)の中 (なか)のわざわいを止 (と)めることはできません。Remnantの前 (まえ)には、237か国 (こく)５千 (せん)種族 (しゅぞく)が立 (た)ち返 (かえ)ってくる答 (こた)えが来 (く)るでしょう。この答 (こた)えは、だれも止 (と)めることができない神様 (かみさま)のみこころです。２つ目 (め)、Remnantは敵軍 (てきぐん)に勝 (か)つ者 (もの)になります。サタンは確信 (かくしん)がない者 (もの)を攻撃 (こうげき)します。救 (すく)われた神 (かみ)の子 (こ)どもは、救 (すく)いの確信 (かくしん)と祈 (いの)りの答 (こた)えの確信 (かくしん)、苦 (くる)しく難 (むずか)しいことに勝 (か)つ勝利 (しょうり)の確信 (かくしん)、すべてののろいを解決 (かいけつ)された罪 (つみ)の赦 (ゆる)しの確信 (かくしん)、いつも最後 (さいご)まで導 (みちび)いてくださる導 (みちび)きの確信 (かくしん)を持 (も)ちましょう。サタンは、だれかを食 (く)い尽 (つ)くそうと探 (さが)し回 (まわ)っているので、神様 (かみさま)の摂理 (せつり)を知 (し)らず思 (おも)い煩 (わずら)うことがないようにしましょう。すべての思 (おも)い煩 (わずら)いを主 (しゅ)にゆだねれば良 (よ)いのです。そして、Remnantは武装 (ぶそう)してください。頭 (あたま)には救 (すく)いのかぶと、そして、正義 (せいぎ)の胸当 (むねあ)て、信仰 (しんこう)の盾 (たて)、みことばの剣 (つるぎ)、福音 (ふくいん)の靴 (くつ)で武装 (ぶそう)するのです。

現場 (げんば)に神 (かみ)の国 (くに)を成 (な)し遂 (と)げるRemnantの答 (こた)えを受 (う)けましょう。


	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)の力 (ちから)を知 (し)って敵軍 (てきぐん)に勝 (か)つRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.03.26.237火曜弟子訓練1講(現場福音メッセージ60、61課)



	13
（金）
	信仰 (しんこう)の夢 (ゆめ)を成就 (じょうじゅ)する段階 (だんかい)

	
	創45章1～8節　私 (わたし)をここに売 (う)ったことで、今 (いま)、心 (こころ)を痛 (いた)めたり自分 (じぶん)を責 (せ)めたりしないでください。神 (かみ)はあなたがたより先 (さき)に私 (わたし)を遣 (つか)わし、いのちを救 (すく)うようにしてくださいました。(5)

	
	Remnantは、CVDIPと神様 (かみさま)がくださった絶対 (ぜったい)やぐらを確 (たし)かに持 (も)って世 (よ)の中 (なか)に出 (で)て行 (い)きましょう。これを指 (さ)して霊的 (れいてき)サミットと言 (い)います。実際 (じっさい)にはサミットではないのですが、サミットを生 (い)かす霊的 (れいてき)祝福 (しゅくふく)を受 (う)けたのです。ヨセフはどのようにこの答 (こた)えを受 (う)けたのでしょうか。

１つ目 (め)、ヨセフの夢 (ゆめ)は信仰 (しんこう)の夢 (ゆめ)でした。創世記 (そうせいき)37章 (しょう)11節 (せつ)の世界 (せかい)征服 (せいふく)の夢 (ゆめ)を持 (も)っていました。ヨセフはすでに霊的 (れいてき)サミットの座 (ざ)にいました。それゆえ、どこに行 (い)っても、その夢 (ゆめ)を24、25、永遠 (えいえん)で味 (あじ)わいました。神様 (かみさま)はこのようなヨセフを通 (とお)して、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)を成 (な)し遂 (と)げられました。２つ目 (め)、ヨセフに夢 (ゆめ)が成 (な)し遂 (と)げられる段階 (だんかい)がありました。夢 (ゆめ)を抱 (いだ)いて世界 (せかい)を抱 (いだ)く信仰 (しんこう)の段階 (だんかい)、その夢 (ゆめ)のせいで、ねたまれて、苦 (くる)しみにあう段階 (だんかい)、誘惑 (ゆうわく)を受 (う)けて勝 (か)つ段階 (だんかい)、苦 (くる)しみの段階 (だんかい)がありました。しかし、ヨセフはその中 (なか)で揺 (ゆ)れませんでした。３つ目 (め)、ヨセフには神様 (かみさま)がともにおられる奥義 (おくぎ)がありました。その奥義 (おくぎ)を未信者 (みしんじゃ)も見 (み)ました。ヨセフが総理 (そうり)になったとき、兄 (あに)たちが訪 (たず)ねてきました。ヨセフは兄 (あに)たちを恨 (うら)まずに、神様 (かみさま)がなさったことだと兄 (あに)たちを慰 (なぐさ)めました。これが奥義 (おくぎ)です。

Remnantはわざわいの現場 (げんば)の中 (なか)で、神様 (かみさま)が私 (わたし)に与 (あた)えられた正確 (せいかく)な契約 (けいやく)を見 (み)つけましょう。

	
	神様 (かみさま)、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の正確 (せいかく)な契約 (けいやく)を抱 (いだ)くRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン



2024.03.26.237火曜弟子訓練2講(現場福音メッセージ62課)
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（土）
	なぜ伝道 (でんどう)するのか/神様 (かみさま)の聖霊 (せいれい)が強 (つよ)く働 (はたら)く人 (ひと)

	
	マコ16章17～18節　信 (しん)じる人々 (ひとびと)には次 (つぎ)のようなしるしが伴 (ともな)います。すなわち、わたしの名 (な)によって悪霊 (あくれい)を追 (お)い出 (だ)し、新 (あたら)しいことばで語 (かた)り、その手 (て)で蛇 (へび)をつかみ、たとえ毒 (どく)を飲 (の)んでも決 (けっ)して害 (がい)を受 (う)けず、病人 (びょうにん)に手 (て)を置 (お)けば癒 (い)やされます。

	
	神様 (かみさま)は伝道 (でんどう)の愚 (おろ)かさを通 (とお)して神様 (かみさま)の愛 (あい)を現 (あら)わしてくださいます。Remnantが正 (ただ)しく理解 (りかい)しなければならないことがあります。

１つ目 (め)、伝道 (でんどう)をする理由 (りゆう)です。伝道 (でんどう)はサタンの勢力 (せいりょく)を砕 (くだ)いて、神様 (かみさま)の力 (ちから)を臨 (のぞ)むようにする秘密 (ひみつ)の通路 (つうろ)です。そして、世 (よ)の中 (なか)を変化 (へんか)させる唯一 (ゆいいつ)の道 (みち)です。神 (かみ)の国 (くに)に冠 (かんむり)が備 (そな)えられています。この福音 (ふくいん)を知 (し)らないので、人々 (ひとびと)にわざわいが臨 (のぞ)んでいます。私 (わたし)たちは新 (あたら)しく造 (つく)られた者 (もの)として、キリストの中 (なか)で多 (おお)くの人 (ひと)を和解 (わかい)させる者 (もの)です。私 (わたし)たちは見張 (みは)り人 (にん)として、この福音 (ふくいん)を知 (し)らせるのです。そうでなければ、わざわいです。福音 (ふくいん)を恥 (は)ずかしく思 (おも)うなら、神様 (かみさま)と御使 (みつか)いがその人 (ひと)を恥 (は)じます。２つ目 (め)、イエス様 (さま)は私 (わたし)たちがただ聖霊 (せいれい)を受 (う)ければ、キリストの証人 (しょうにん)になると言 (い)われました。そして、世 (よ)の終 (お)わりまで御座 (みざ)の力 (ちから)でいつもともにおられます。イエス様 (さま)は、伝道 (でんどう)する私 (わたし)たちとともに働 (はたら)くと約束 (やくそく)してくださいました。救 (すく)いの感激 (かんげき)があって、復活 (ふっかつ)された主 (しゅ)を毎日 (まいにち)体験 (たいけん)する人 (ひと)は、神様 (かみさま)が用 (もち)いられるしかありません。私 (わたし)の利益 (りえき)と関係 (かんけい)なく、ただキリストだけ語 (かた)るRemnantになりましょう。

伝道 (でんどう)対象者 (たいしょうしゃ)の心 (こころ)は神様 (かみさま)が治 (おさ)めておられます。神様 (かみさま)の愛 (あい)を伝 (つた)えるRemnantになりましょう。

	
	神様 (かみさま)、伝道 (でんどう)の理由 (りゆう)を知 (し)って聖霊 (せいれい)の働 (はたら)きを分 (わ)かる伝道者 (でんどうしゃ)Remnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン



2024.03.26.237火曜弟子訓練3講(現場福音メッセージ63、64課)



